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社
会
主
義
的
所
有
の
一
一
？
の
形
態
と
価
値
法
則
に

一
、
係
争
点
と
問
題
の
整
理
，

ニ
、
社
会
主
義
制
度
下
に
お
け
る
商
品
生
産
の
必
然
性
と
そ
の
稂
拠 

一二、「

価
値
法
則=

価
値
決
宛
の
法
則」

の
内
容
.規

定

.
 

『

む

す

び

I—

コ
ル
ホ
I

ズ
的
所
有
の
社
会
主
義
的
性
格
に
つ
い
て—

.社
会
、王
義
社
会
に
お
け
る
価
値
法
則
と
商
品
生
産
の
問
題
は
、
マ
ル
ク
ス
.

C

注
1

)

エ
ン
ゲ
ル
ス
を+2

典
と
し
つ
つ
も
、
ブ
ハ
！
リ
ン
の「

過
渡
期
の
経
済
学」

論 

争
以
―

々
の
焦
点
に
お
い
て
討
論
さ
れ
、
と
く
に
一
九
四
三
年
の
い
わ
ゆ
る 

無
諧
名
論
文
の
"
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
"
を
め
ぐ
り
、
更
に
一
九
五
ニ
ノ
ヰ
の 

ス
論
文
をI

I

て
、

一
九
五
六
年(

第
二
〇
拙
大
会)

以
後
そ
の
批
判
を
ふ
く
め
，

f
 

、 

， 

c
li
:

4
 )

て
新
た
な
論
争
が
か
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
も
一
九
四
九
年
一
〇
月
中
^:
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
か 

ら
、
過
漉
期
の
経
済
的
諸
問
題
や
甚
本
的
経
済
法
則
と
共
に
、
社
会
主
義
制
度

平

0

M

子
.

下
の
価
値
法
則
.
商
品
生
産
の
必
要
性
と
そ
の
浊
格
が
論
争
の
主
軸
と
な
っ
て 

来
た
。
中
国
の
経
済
学
界
に
お
け
る
経
済
法
則
に
関
す
る
研
究
は
、
復
興
期
の 

終
る
一
九
五
一
一
年
末
ま
で
を
第
一
期
、
ス
論
文
•
経
済
学
教
科
書
が
社
会
主
義 

経
済
建
設
の
途
上
で
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
を
吸
収
し
、「

経
済
学
の
大
衆
路
線
化」 

が
お
し
す
す
め
ら
れ
た
第
二
期
、
更
に
祀
会
生
義
体
制
が
確
立
し
、
全
面
的
大 

躍
進
を
と
げ
た
と
い
わ
れ
た
五
六
苹
以
降
の
第
三
期
に
わ
か
れ
る
と
い
わ
れ
て

C

注
5

)

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
問
題
は
お
お
む
ね
ソ
学
界
の
、：
"
変
容
さ
れ
た 

価
値
法
則
"
、

ス
論
文
に
示
さ
れ
る
論
争
の
一
応
の
終
結
、

ス
論
文
批
判
の
潮 

流
(

中
国
で
は
苜
家
争
鳴)

'.
に
照
^
す
る
わ
け
で
あ
る
。

.

ソ
学
界
に
お
け
る
、
ス
論
文
批
判
を
ふ
く
む
最
近
の
姍
値
法
則
.
商
品
生
産 

の
討
論
は
、
ソ
ヴ
ユ
ト
国
内
政
策
の
新
し
い
展
開
、
と
く
に
国
民
経
済
の
管
理 

制
度
に
お
け
る
一
連
の
豸
^—

1

吣
系
の
重
大
な
®

—

が
f

決
定 

と
経
洛
計
算
を
め
ぐ
っ
て
経
済
諸
法
則
の
客
観
的
把
握
の
再
検
討
を
促
し
た
と 

こ
ろ
に
基
因
す
る
と
い
わ
れ
る
。
論
点
は
数
多
く
、
論
証
の
す
じ
も
幾
通
り
も 

.あ
る
が
、、
.一：格

「

論
争
の
中
間
成
果
な
い
し
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
な
意
見
の

大
体
の
一
致
が
み
ら
れ
た」

と
さ
れ
て
い
る
0.
、

す
な
わ
ち

「

一
、

ソ
ヴ
r

社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
商
品
生
産
..価
値
法
則
の
存
在 

は
確
認
さ
れ
た
。

'
 

•

ニ
、4

値
法
則
か
作
用
範
卧
は
国
民
経
済
の
全
会
邮
ロ

np
'
iル

ぶ

S
 

点
引
用
者)

。
- 

*

三
、
価
偉
法
則
を
労
働
支
出
の
厳
密
な
測
定
に
利
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
原 

価
計
算
の
適
正
化
を
は
か
り
、
ま
た
労
働
の
合
理
的
配
分
の
た
め
に
利
用
す
ベ 

き
で
あ
る
.0
ま
た
、
価
値
法
則
は
労
働
の
物
質
的
刺
激
の
手
段
と
し
て
利
用
さ 

れ
る
。
 

：

■

四
、
価
®

則
は
、■
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
的
法
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
坐
産 

お
よ
び
§

の
規
制
者r

e
g
u
l
a
t
o
r

で
は
な
い
。

五
、
総
i

と
総
f

と
は
ー
致
い
か
い
。
し
か
し
価
値
と
価
格
の
対
癌
を 

問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
る(

傍
点
引
用
者)
」

。

.

一
読
明
ら
か
な
よ
う
に
'、
ス
論
文
並
び
に「

教
科
書」

(

初
版
.
第
一
一
g

の 

論
旨
に
対
す
る
基
本
的
な
相
違
点
は
、
社
会
主
義
制
度
下
に
お
け
る
労
働
生
産 

物
が
や
べ
て
商
品
で
あ
り
、
価
値
法
則
は
規
制
者
で
は
な
い
が
、
全
部
門
に
わ 

た
っ
て
作
用
す
る
^

^
的
法
''
Mi
l
で
ぁ
っ
て
、

形
成
•
成
立
し
え
な
い
、.
.と
"な
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。_

中
国
に
お
け
る
一
つ
の
指
i

見
解
と
し
て
の
胡
繩
の
論
文「

中
国
の
現
在 

の
商
品
坐
産
に
つ
い
て」

(

紅
旗
第
十
四
期)

に
よ
れ
ば
、「

全
人
民
所
有
制
の
範 

囲
内
で
調
達
さ
れ
た
生
産
手
段
が
商
品
で
あ
る
か
ど
う
か」

と
い
う
問
題
に
は

社
会
主
義
的
所
有
の
ニ
つ
の
形
態
と
#|
~砠
法
則
㈡

異
論
が
あ
る
と
し
て
結
論
を
ひ
か
え
て
い
る
も
の
の
、
社
会
主
義
制
度
下
に
お 

け
る
商
品
生
産
と
価
偉
法
則——

そ
れ
は
国
家
企
業
と
人
民
公
社
の
問
題
と
し 

て
現
わ
れ
て
い
る
が——

の
意
義
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
、「
社
会
主
義
的
商 

品
生
産
の
発
展
が
人
民
公
社
の
集
団
所
f

を
全
人
民
所
有
制
へ
次
第
に
移
行
. 

さ
せ
る
'

条
件
を
有
利
に
つ
く
り
出
寸J

、
，

し
た
が
.っ
て「

わ
れ
わ
れ
は
商
品
生 

産
を
利
用
し
て
社
会
主
義
の
発
展
を
促
進
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
共
産
主
義
へ 

の
移
行
の
条
件
を
と

と

の

え
る
こ
と
が
で
き
る」

と
結
ん
で
い
る
こ
と
が
.注
n

 

さ
れ
る
。
 

，
 

.

筆
者
は
さ
き
に
三
田
学
会
雑
誌
第
五
一
卷
¥

号
に
顧
準
の
論
文T

醫

社
 

会
主
叉
制
度
下
的
商
品
生
産
和
价
値
規
律」

：
を
紹
介
し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
論 

文
は
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
商
品
生
産
t*
i

法
則
を
一
一
つ
の
れ
を 

主
義
的
所
有
の
存
在
か
ら
で
な
く
、
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
経
済
計
算
制
の 

必
要
か
ら
説
明
し
て
お
り
、
そ
の
体
系
が
前
記
の
"
中
間
的
結
論
"
に
近
似
し 

て
い
る
。
こ
の
論
文
は
他
方「

計
画
経
済
の
優
越
性
を
否
定
し
、
資
本
主
義
的 

生
産
様
式
と
自
由
競
争
の
復
活
を
主
張
し
た」

と
し
て
き
わ
め
て
激
し
い
批
判 

を
浴
び
た(

筆
者
は
顧
^
の
論
旨
に
後
述
の
如
く
批
判
的
立
場
を
有
す
る
が
、
 

そ
の
"
批
.判
〃
は
全
く
的
は
ず
れ
の
.よ
う
に
思
わ
れ
る)

の
で
あ
る
が
、
彼
の 

論
旨
が
，ソ
中
学
界
の
数
多
く
の
価
値
法
則
を
め
ぐ
る
論
争
を
通
じ
て
、
pr
l

j

f
 

を
よ
く
录
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、更
に
本
稿
で
檢
討
を
行
な
い
た
い

と

^
う

。

尚
、
本
論
で
は
労
働
力
が
商
品
で
あ
り
え
ず
、
又
使
用
価
値
と
植
と
の
背 

反
的
矛
盾
も
免
い
と
い
う
よ
う
な
、
社
会
主
義
社
会
に
.おー.け
る「

価
偉
法
則
.

」 

の
限
定
さ
れ
た
特
殊
性
は
か
粉6

.

取
と
し
て
考
察
の
外
に
お
い
た
。

• 

四

七

(

五
ニ
九)



(

注
1)

；

「
生
：鹿
手
段
の
，共
有
令
基
礎
と
す
る
協
词
粗
合
的
：社
会
の
内
部
で
は
、
 

生
鹿
者
は
自
分
の
生
産
物
を
交
換
し
な
い
。
同
様
に
、
こ
こ
で
'は
生
産
.物
に
：
 

つ
い
や
さ
れ
た
^
働
は
、
こ
の
生
産
物
め
価
値
ど
し
て
も
、
す
な
わ
ち
、
こ 

の
生
産
物
の
有
す
る
物
的
特
性
と
し
て
も
あ
ら
わ
‘れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ 

な
ら
、
.
い
ま
や
資
本
主
義
社
会
と
は
反
対
に
、
個
人
的
労
働
は
、
も
は
や
間 

換
に
で
な
く
、
直
接
に
総
労
働
の
構
成
部
分
と
し
て
存
在
し
て
い
る
か
ら
で 

あ
る」

£

•
.
マ
ル
.
.ク
ス
、「

ゴ
.
.
Iタ
綱
領
批
判」

、『

マ
ル
ク
ス
• 

_エン
ヶ
.ル
，'ス 

選
集』

第
ー
ニ
卷
1
1五
四
.頁
。

「

社
会
が
生
鹿
手
段
の
所
有
者
と
な
り
、
生
産
の
た
め
の
直
接
結
合
に
お
い 

て
生
産
手
段
を
使
用
す
る
や
い
な
や
、
各
人
の
労
働
は
、
そ
の
特
殊
な
有
用 

.性
が
ど
ん
な
に
ち
が
っ
て
い
ょ
う
と
も
、
最
初
か
ら
直
接
的
に
社
会
的
な
労 

働
と
な
る
。
そ
の
ば
あ
い
に
は
、

一
生
鹿
物
に
ふ
く
ま
れ
る
社
会
的
労
働
の 

量
は
、
ま
わ
り
道
を
し
.

た
う
え
で
確
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

人 

々
は
、
例
の
有
名
な『

価
値』

の
お
世
話
を
う
け
な
い
で
も
、
万
拿
を
至
挺 

簡
単
に
か
た
づ
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る」

，(

F

.
 H

'

ン
ゲ
ル

ス

、

「

反
デ
ュ
!
 

リ
ソ
グ
論」

、『

マ
ル
ク
ス
•
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集』

第
十
四
卷
下
、
四

一
四
丨
ー. 

五
頁)

。「

生
鹿
手
段
が
社
会
に
ょ

っ
て
掌
握
さ
れ
る
と

と
も
に
、
商
品
生
產 

が
除
去
さ
れ
.、
そ
れ
と
同
時
に
、
生
産
者
に
た
い
す
る
生
産
物
の
支
配
も
除 

去
さ
れ
る」

(

前
掲
書

四
七
七
頁)

。

(

法
2) 

r

経
済
学
の
講
義
に
つ
い
，て
の
苦
干
の
問
座」

ハ「

マ
ル
ク
ス
主
義
の 

旗
の
下
に」

誌
に
掲
載)

が

一
九
四
四
年
ァ
メ
リ
カ
ン
♦

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
.
レ 

ヴ
イ
ュ
ウ
.に
訊
さ
れ
て
国
際
的
な
論
，
を
ま
き
起
し
た
こ
と
は
^
知
の
如
く

四
八
，
S

--
.
-
5

)

.

.

.

.

.

.

^
.あ
る
ゃ
内
容
に
ウ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
。

:
'
.
:
:

T
eachings of E

c
o
n
o
m
i
c
s

 

in 

the Soviet 

u
'g
.
o
n
,

 fro

日 

■
t
sws

s
i
a
n

 Journal 

P
o
d

 Z
n
a
m
e
n
e
r
a

 

M
a
r
k
sizma, T

r
a
?

 

lated. 

b
y

 

R
a
y
a

 

Dunayevwlcaya、

 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

EJconomic 

w
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•
論
争
の
文
献
は
、
野
々
村

一

雄

『

ソ
ヴ
エ
-
ト
経
済
論X

七
0

1
七
ニ
頁
• °

.

:

(

注
3 >

前
掲
論
文
に
ょ
る
嗰
値
法
則
の
変
容
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
 

「

社
会
主
義
制
度
下
の
価
値
法
則j 
■で
は
商
品
の
二
重
性
と
労
働
の
ニ
重
性 

が
も
ぅ
私
的
労
働
と
社
会
的
労
働
の
矛
盾
と
：辕
び

つ
い
て
い
な
い
か
ら
、「

恐 

慌
を
不
可
避
的
に
生
み
出
.す
矛
盾
の
担
い
手
で
は
な
い」

，(ibid., 

p. 

525)

:

し

:価
傭
法
則
がT

社
会
労
働
と
生
産
手
段
の
各
種
の
生
產
部
門
へ
の
浪
沌 

た
る
配
分
を
と
お
し
て
機
能
し
な
い」

a
b
ii^
p
. 52

6
)

で
共
産
主
義
へ 

.
移
行
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
克
服
さ
れ
る
。

(

注
4)

.「

ソ
同
盟
に
お
け
る
価
値
法
則
上
価
格
形
成
の
問
題」

に
つ
い
て
の 

討
論
会
、

一
九
五
六
年
十
二
月
、「

経
済
学
の
諸
問
題」

誌
一
九
五
八
年
第
二 

号

邦

訳

社
会
主
義
政
治
経
済
研
究
所「

研
究
資
料.1V01. I

の
2
。
ソ 

同
盟
国
民
経
済
に
お
，け
る「

価
値
法
則
と
そ
の
利
用
の
問
題」

に
か
ん
す
る 

.討
論
会「

経
済
学
の
諸
問
題」

誌
一
九
五
八
年
、
第
八
号
、
邦
訳「

研
究
資 

.料j vol. 

I
I
I
2
及
び
3
、
論
争
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
す
で
に
掲
げ
た 

(

三
田
学
会
雑
誌
一
九
五
八
年
十
月
号
四
一
一
頁)

。
こ
の
他「『

経
済
学
教
科
書 

の
改
善
の
た
め
に』
ひ
ら
か
れ
た
、
モ
ス
ク
ヮ
大
学
経
済
学
担
任
教
授
の
討
. 

論
会i

.
c
l
,

九
五
.六
年
五
月
.

)

邦
訊「

経
済
評
論」
r

九
五
八
年
一
月
号
、
更

に
こ
の
問
題
を
め
.ぐ
っ
て
か
わ
さ
れ
た「

経
済
学
の
諸
問
题
卜
誌
、「

コ
ム 

ミ
ス
ト」

誌
に
の
っ
た
論
争
の
ぅ
ち
、
主
要
な
，も
の
十
二
論
文
と
、
前
記
ニ 

つ
の
討
論
会
の
邦
訳
.は
、
木
原
一
止
雄
訳
編
'『

価
値
と
価
格』

——

丨

ソ
ヴH

ト 

.
経
将
学
界
の
論
争
と
成
果

-
に
あ
る
'。

(

注
5

)

金
丸
一
夫

「

中
国
経
済
学
界
の
経
済
法
則
に
関
す
る
研
究
お
ょ
び
論 

争
に
つ
い
て」

丨
九
年
間
の
囲
顧
丨「

固
際
問
題
研
究
.所
紀
要」

一
九
五
八 

年
十
二
月
号
一
七
頁
。

(

注
6
:

)

野
々
村
一
雄
.
岡
稔「

社
会
主
義
.の
も
と
で
の
価
値
と
価
格」

「

経 

济
研
究」

誌
ハ
^
九
卷
笫
こ
号
一
三
六
頁)

,

(

法
7)

姐
会
主
義
政
治
経
济
研
究
所「

研
究
資
料」

v
o
l
.
I
I
I

の

3
、
，ニ
〇 

頁
以
下
。
 

.

ニ 

：

：

：

従
来
矩
説
と
な
っ
て
い
た
、
全
人
民
所
有(

国
家
的
所
有)

と
労
働
人
民
集 

団
所
有(

コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有)

の
ニ
つ
の
社
を
ま
義
g
HI
r
^
の 

態
"
の
存
在
が
商
品
交
換
を
必
然
化
す
る
、
と
し
て
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る 

商
品
生
産
の
原
因
を
説
明
す
る
論
理(「

ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
の
経
済 

的
賭
間
題」

—
「

畠
济
学
教
科
氍」

扨

.
第
二
g

は
、
砠
吣
の
討
論
の
中 

で
労
働
の
異
質
性
、
経
済
計
算
の
必
要
性
な
ど
か
ら
必
然
性
を
論
証
す
る
立
場 

か
ら
積
極
的
な
批
判
を
ぅ
け
て
い
る
。
'

•

論
点
を
明
ら
か
に
■す
る
た
め
に
従
前
の
論
争
の
結
論
で
あ
る

r

経
済
的
諸
問 

1

-

1

と
こ
0

論

文

，
を

指

針

と

し

て

|

1

^

さ
，れ

た「

教
科
書」

に
お
け
る
P

を

,

社
会
主
義
的
所
有
の
ニ
‘
つ
の
形
態
と
価
値
法
則
㈡

要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
.エ
ン
ゲ
ル
ス
の「

生
産
手
段
が
社
会
に
ょ
っ
て
掌
握
さ
れ
る
と 

と
も
に
、
商
品
生
産
が
除
去
さ
れ
、
.そ
れ
と
同
時
に
、
生
産
者
に
た
い
す
る
生
’ 

産
物
の
支
配
も
除
去
さ
れ
る」

.
と
い
ぅ
古
典
的
命
題
は
、「

一
部
の
生
産
手
段 

で
は
な
く
す
べ
て
0
生
産
手
段
の
国
有
化」

、「

工
業
だ
け
で
な
く
員
豸
で
も
生 

産
諸
手
段
を
全
人
民
の
資
産
に
ひ
き
わ
た
す
-a
と」

.と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な 

ら
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
てt

す
べ
.て
の
生
産
諸
手
段
で
は
な
く
、
生
産
諸
手 

段
の
大
部
分
が
社
会
化
さ
れ
て
い
る」

ょ
ぅ
.な
社
#
、

「

員
^
に
は
'巾
ル
の 

生
産
若
と
し
て
_の
所
有
者
が
か
な
り
数
多
く
1_
い
た
た
め
に
、
'そ
れ
ら
_中
小 

の
個
人
的
生
産
渚」

が

「

生
産
協
同
組
合
に
、
す
な
わ
ち
大
規
模
な
農
業
企
業 

に
’、
■コ
ル
.ホ
ー
ズ
に
統
合」

#

、
生
産
諸
手
段
が
全
人
民
所
有
と
な
っ
て
い 

.る
国
家
的
セ
.ク
.
.タ
.丨
.と
共
に
コ
ル
ホ
.
.
I、ス
的
セ
：ク
タ
ー
が
ー
一
つ
の
.基
本
的
セ
ク 

ハ
い
と
な
っ
て
い
る
务
かi

は
、「

商
品
生
.産
と
商
品
取
引」

が
.存
在
す
る
。
 

f f

ん
と
.な
れ
ば
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業
の
生
it
#;
の

矹

豸

豸

で

あ

(

注
4〕

り
、「

自
分
の
生
産
物
を
商
品
と
し
て
で
な
け
れ
ば
譲
渡
し
た
が
.ら
な
い」

か
ら 

で
あ
る
。
そ
し

て「

国
内
の
ず
べ
て
の
消
費
物
資
を
処
理
す
る
権
利
を
も
つ
と 

と
ろ
の
、
.す
べ
て
を
包
含
す
る 

一
0
の
生
産
セ
ク
タ
丨
_が
^'
ら
わ
れ
る」

ま
で 

は
、「

商
品
坐
産
と
商
品
流
通
と
は
、
わ
が
国
民
経
済
の
体
系
の
な
か
の
、
必
要 

で
ま
た
非
常
に
有
益
な
要
素
と
し
て
、
依
然
カ
を
も
っ
て
い
る
べ
き
.%
の」

.で 

あ
る
。
更
に
.
i
の
商
品
生
産
は「

特
殊
な
種
類」

で
あ
り
、
そ
れ
の
関
係
す
る 

商
品
は
基
本
的
t
ば「

統
合
さ
れ
た
社
会
主
義
的
生
産
者
た
ち(

国
家
.
コ
ル
ホ 

丨
ズ
'
.協
同
組
合)

，.
'の
；̂

品
.で
あ
り
、
そ
れ
の
'作
用
す
る
範
西
は
個
人
的
消

* 

四
九
：(

五
三
ー
0



费
の
物i

t
l

で
知
る
0 

.そ
し
て
生
産
諸
手
段
は「

国
内
.
の
経
済
取
引
の
：領
域
で 

は
、
商
品
と
し
て
.の
1

質

を

う

し

な

い

：
、

商

品

：
把

る

こ

と

を

や

め

て

、

.'
;価

値
 

法
則
の
作
用
範
囲
の
そ
と
に
出
て
し
ま
い
、
た
だ
商
品
と
し
て
の
外
皮
だ
け
を 

保

持

し

て

，
い

る

の

だ

0

^

,

そ
め
他
^

と
い
う
こ
と
に
だ
る
^

し
た
が
ァ
て 

「

生
産
過
程
に
お
け
る
労
働
力
の
支
出
を
つ
ぐ
な
う
た
め
：に
必
要
な
消
費
物
資J

.

0

S

.の

.み
が
.

「

■

法
則
：の
作
用
を
う
け
る
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
実
現
さ
れ
る」

。

則
は
、
生
産
諸
手
段
の
私
的
所
有
の
欠
除
と
、
#
市
.な
ら
び
に
農
村 

■に
お
：け

る

坐

産

諸

手

段

の

I

化」

に
よ
っV

.
 R

:

用
す
る
範
囲
と
生
産
に
与

C

注8

)

え
る
影
響
の
程
度」

と
に
.制
限
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、「

並
産
の
規
制
者」

で
は 

C
 

\ 

0 

\
 

*

「

価
値
は
価
値
法
則
と
同
じ
よ
う
に
商
品
生
商
の
存
狂
と
む
す
び
つ
い
，た

■ 

雁
史
的
な
筛
_

」

で
あ
り
、

r

商
品
生
産
の
消
滅
と
と
も
に
、

価
値
お
よ
び
. 

そ
の
諸
形
態
も
、価
値
法
則
も
、
消
滅
す
る
だ
ろ
う」

。「

共
鹿
主
_
の
第
ニ
段 

階
で
は
、
生
産
物
の
生
.
產
に
つ
い
や
さ
れ
た
労
働
の
量
は
、…

…

価
値
お
よ 

び
そ
の
諸
形
態
を
媒
介
.と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
直
接
に_

_

.
坐
産
物
の
坐
産
，に
支
出
さ
れ
た
時
間
の
最
に
よ
っ
て
‘I

.

は
.か
ら
れ
る
だ
ろ 

う
。
労
働
の
配
分
に
づ
い
て
.
い
え
ば
、
生
産
諸
部
門
の
労
働
配
分
は
価
値
法 

則
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
諸
生
産
物
に
た
い
す
る
社
会
の
諸
欲
望
の
増
進
に

cr]
-
:
9

〕

.

よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
だ
ろ
う」

。

.

こ
の
論
皆
に
#

し
'

て
討
諭
さ
れ
た
問
題
点
は
、

一
、
社
会
主
義
制
度
下
の
商
品
生
産
の
必
然
性
を
一
一
つ
の
所
有
制
か
ら
説
明 

し
、
生
産
手
段
は
商
品
で
な
く
、
商
品
の
外
被
を
か
ぶ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
、
と
し
た
た
め
に
ハ
绝
産
字
段
は
^

^

^

の
外
ヒ
に
出
て
し
ま
い
、

ハV 
.

慕

は

1
.

簾

等

価

物

と

な

ら

ず
-
.

生
産
手
段
生
産
部
門
に
.
お
“

て
は
価
値 

:

な
き
価
格
を
生
ず
：
る
結
果
と
な
る
と
と
，

''

U
、：

商
品
.は
，個
人
的
消
費i

に
限
ら
れ
る
：か
ら
、
.
価
値
法
則
は
賃
金
を
通
し 

て
の
み
生
産
に作
用
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
こ
と
.
.

.
三
、
共
産
主
義
に
移
行
す
る
.に
従
っ
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有
が
全
人
民
的
所
有 

の
水
準
に.ま
で
高
め
ら
れ
商
ロ

g

流
通
は
.生
産
物
交
換
に
移
行
’す
る
こ
と
が
必 

要
.で
.あ
：る
と
し
た
こ
と
、'
等
で
あ
か
。

ン
.

こ

の「

ニ
つ
か
於#」

か
レ
出
発
や
る
商
品
及
び
価

1

則
を
解
明
す
る
論 

理
が
数
多
く
の
討
論
を
ひ
き
お
こ
し
た
，こ
と
は
前
述
の.
如
く
で
あ
る
が
、
社
会 

主
義
制
度
下
：の
'
商
品
生
産
の
'必
然
性
と
い
う
論
理
の
出
発
点
か
ら
し
て
積
極
的 

に
体
系
的
批
判
を
打
ち
出
し
た
只

.

.

.

A
 

.

.

.

ク
.

口
ゾ

ロ.
I

ド

に

よ

れ^ 1
、「

所

有

の 

ニ
つ
の
形
態
の
存
在
、
そ
れ
だ
け
か
ら
は
商
品
生
産
の
必
然
性
を
説
明
す
る
こ 

と
は
で
き
な
い
0

赞
働
ば
ず
で
に
直
接
社
会
的
な

- %

の
に
な
っ
た
が
、
尚
商
品 

生
産
と
価
値
が‘必
要
で
'ある
よ
う
な
#

M

の
.状
態
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
社 

会
的
所
有
諸
関
係
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
社
会
主
義
に
お
け
る
労
働
そ

の 

も
の
の
特
質
の
分
析
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

」

と

し

、「

社
ム
^

^_
_

共
遊 

主
義
の
第
一
段
惜

——

に
お'
け
る
直
接
社
会
的
労
働
は
、
そ
の
発
展
：の
、
そ
の 

成
熟
の
低
い
段
階
に
あ
る

」

.

と
い
う
。

「

直
接
に
社
会
的
な
労
働
の
生
産
物
が

商
品
と

-L
て
生
産
さ
れ
、
交
換
さ
れ 

る
の
は
、
総
生
産
物
に
物
象
化
さ
れ
た
労
働
と
し
て
は
社
会
的
労
働
全
体
と 

個
々
の
双
砠
矹
#:

に
ふ
く
ま
れ
た
.
そ
の
各
部
分
と
が
¥

%

の
、
罾
し
い
、
直

接
に
社
会
的
な
労
働
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
生
産
物
に
対
象
化
さ 

れ
た
個
入
的
な
い
し
集
団
的
労
働
と
し
て
は
、
こ
の
労
働
は
社
会
的
に
同
質 

.
で
な
い
労
働
の
異
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
，は
直
接
に
社
会
的
な 

労
働
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
等
し
い
平
均
の
社
会
的
労
働
で
は
な
い

.の
で
，あ 

る
。
こ
の
ょ
う
な
矛
厨
は
直
接
に
社
会
的
な
労
働
を
体
現
す
る
生
産
物
は
マ 

ル
ク
ス
の
一H
葉
を
借
り
れ
ば
直
接
的
な
被
交
換
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な 

.
い
が
、
し
か
し
社
会
的
に
同
質
で
は
な
い
労
働
の
生
産
物
と
し
て

.は
、
そ
れ 

は 

>

」

う
し
た
被
^
換
性
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
る
。
.社
会
主 

義
の
も
と
で
の
直
接
に
社
会
的
な
労
働
に
特
有
の
こ
の
非
敵
対
的
な
矛
盾
こ 

そ
、
労
働
生
産
物
の
等
価
交
換
が
必
要
と
な
る
と
き
、
社
会
主
義
の
も
と
で

■.
 

の
生
産
物
が
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
交
換
さ
れ
る
ょ
う
‘に
す
る
.の
で
..あ
る
。 

商
品
ず
な
わ
ち
価
値
と
し
て
の
生
産
物
の
也
産
と
交
換
は
上
述
の
矛
盾
を
解 

決
す
る
形
態
な
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
同
質
で
も
な
け
れ
ば
、
等
し
く
も 

な
い
労
働
が
.、
等
し
い
、
，
平
均
の
社
会
的
労
働
に
還
元
さ
れ
る
の
だ

」

。「

言 

い
か
え
れ
ば
、
商
品
生
産
技
ソ
向
啊
&

民
経
済
の
国
家
部
門
に
お
い
て
も
、

コ
ル
ホ
I
ズ
=
協
同
組
合
部
門
に
お
い
て
も
、
そ

の

社

会

諸

関

齋P 

内
的
固
有
、
内
在
的
な
も
の
な
の
で
あ
る

」
(

傍
点
引
用
者)

。

「

社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
商
品
生
産
が
荏
在
す
る
原
則
は
社
会
主
義
的
所
.
 

有
の
一
一
つの̂

■

で
は
な
く
、
社
会
主
義
的
労
働
の
独
特
の
性
格
に
あ
る
と
い 

う
結
論」

は
、
あ
る
支
持
^
を
有
し
.(

M 

* 

3 
.
ボ
一
ル
、
.
B 

• 

n

.

.

.
デ

ャチ
' 

エ
ン
コ
な
ど

)

、

又T

ニ
.
つ

の

所

有

か

ら

の

み
■説
明
す
る
と
と
は
か
十
分
で
、
.

' 

社
会
生
義
の
.段
階
に
.お
け
る
‘

社
会
的
労
働
の
性
質
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

.

社
会
主
義
的
所
有
の
ニ
つ
の
双
罾
と

価

値
法

則

㈡

い」
(

A

..
B 

•パ
チ
ユ
-
リ
1ン〕

.と
い
ぅ
妥
^

^
考
え
方
と
も
な
る
。
い
ず 

れ
に
し
て
も
、
社
^

ま
^

せ
会
に
，お
け
る
生
産
手
段
の
^

本

的

所

有

形

態

を

国 

家
的
全
人
民
的
所
有1

本
と
し
、
そ
'の
前
提
の
下
に「

そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る 

価
値
の
等
価
代
償
を
基
礎
に
経
済
的
交
換
が
行
な
わ
れ
る
場
合
"
生
産
物
は
商 

品
と
な
る」

の
だ
か
ら
、
所
有
若
の
交
替
な
ぐ
労
働
生
産
物
の
連
動
の
み
が
行 

な
わ
れ
て
'%(

国
常
企
業
内>

T

労
働
生
産
物
の
運
動
は
商
品
交
換
で
あ
る」
こ 

と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
背
景
は
次
の
論
点
と
共
適
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈡
の
経
济
計
算
の
基
礎
と
し
て
の
価
値
計
算
の
必
要
性
か
ら
説
く
論
理
と
し 

て
、
顧
準
の
所
説
を
み
る
0 

願
準
に
よ
れ
ば「

労
働
人
民
集
団
所
有
制
は
社
会
的
所
有
の
ひ
く
い
形
態」 

で
あ
.っ
て
、「

ニ
様
の
矹
豸
⑽
の
ま
存
は
単
一
の
全
人
民
所
有
制
へ
向
ぅ
過
娥

(

注1-
1

5

的
形
態
で
あ
り
、
単
一
の
全
人
民
所
有
制
が
社
会
主
義
の
純
粋
な
形
態」

で
あ 

る
。r

衆
知
の
如
く
マ
.ル
ク
ス
.

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
社

会

、王

義

を

論

証

し

、
単

一
の 

全
人
民
所
有
制
を
仮
定
は
し
た
が
、"

一

一
様
の
所
有
制
〃
の
存
莅
を
考
慮
に
い 

れ
な
か
っ
たJ

。

従
っ
て「

社
会
主
義
制
度
下
の
商
品
、
価
値
、
貨
幣
な
ど
の
問 

題
を
研
究
す
る
場
合
、
_純

雜

な

社

会

主

義

的

形

態

.で

あ

る

単

一
の
全
入
^

^

豸 

に
お
け
る
そ
れ
ら
を
研
究
す
る
こ
と
が
、
，過
渡
的
形
態
で
あ
る
労
働
人
民
集
団 

所
有
の
.条
件
の
下
に
あ
る
状
況
を
解
明
す
る
に
便
利」

と
い
ぅ
こ
と
に
.な
る
。
 

尚

「

全
人
民
所
有
に
あ
.？
て
も
社
会
主
義
の
分
配
原
則
が
貫
か
れ
る
か
ぎ
り
や

へ
注15)

は
り
社
会
主
韻
社
会
で
あ
っ
て
共
産
主
義
，社
会
で
は
な

t

ス
命
題
の「

ニ
つ 

の
f

制
の
間
の
生i

の
交
換
の
必
然
性

」

か
ら
商
品
生
産
を
論
証
す
る
考 

え
方
に
お
い
て
は
、
.所
有
の
移
行
が
商
品
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

「

法
律

. 

五I 

(

五
三
三V



関
係
を
則
用
し
経
済
関
係
を
解
釈
す
る
.こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
な
こ
と
で
は
な 

い」

。r

ど
の
.よ
う
な
所
有
制
の
移
転
で
あ
る
か
と
は
関
係
な
く
、
全
生
産
物
が 

経
格
計
藤
制
の
下
に
お
い
て
交
換
の
た
め
に
価
値
を
は
か
ら
れ
な
け

ば

な

ら
 

ず
、
す
べ
て
の
坐
産
物
が
他
部
門
の
生
産
物
と
交
換
さ
れ
る
以
上
：、
す
べ
て
は 

そ
の
よ
う
か
意
味
で
'

『

商

品』
で

あ

る

と

，い

わ

ね

ば

な

ら

な

1
」
。

す
な
わ
ち
金
人
民
所
有
を
前
提
と
し
た 

〃
^
^-
な
社
#
エ
義
社
^
〃 

に
お
い 

て
も「

特
殊
な
商
品
坐
産」

が
存
在
す
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業
と
国
営
企
業
と 

の
間
の
み
な
ら
ず
、
国
営
企
業
内
の
各
部
門
間
に
生
産
物
が
交
換
さ
れ
、

又 

「

労
働
に
辟
じ
て
報
酬
の
計
算
を
行
な
い
、
貨
幣
を
利
用
し
て
消
費
物
資
を
分 

配
す
る」

.と
き
に
一
生
産
物
は
必
ず
そ
の
価
値
を
計
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」 

が
、「

そ
の
こ
と
が
す
な
わ
ち
商
品
生
産
で
あ
る」

。

そ
こ
で
、
社
会
主
義
制
度
の
下
に
お
け
る
経
済
^
目
.は
1、
S

0

§

,

!
 

価
値
決
矩
の
法
則」

(

後
述)

に
甚
づ
い-

て
行
な
わ
れ
る「

経
済
核
算
制」

に

よ
り
、
社
会
的
労
働
生
産
力
の
変
化
状
況(

社
会
的
価
値
の
変
化〕

を
考
慮
し 

(

§
 
:

つ
つ
、
社
会
的
労
働
を
各
部
門
に
配
分
し
、
労
働
生
産
物
の
生
産
と
流
通
を
特 

殊
な
様
式
の
価
i

造
を
通
じ
て
調
節
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

一
言
で
い
え
ば
# '
値
法
則
は
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て「

生
産 

の
規
制
者
で
は
な
い」

に
し
て
も
、
侬
然
と
し
て
社
会
的
総
労
働
の
社
会
の
各 

極
^-
産
^
門
間
へ
の
比
例
的
配
分
を
行
な
う
刺
で
あ
る
と
い
う
こ
.と

に
な
1̂
。

(

注
1)

飯
田
貫
一
訳「

ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
の
，経
済
的
諸
問
題」

国 

民
文
嫌
版
ニ
彐
員
。

S

2

V前
掲
書
ー

.七
頁
。

.

ぺ
注
8-)

'
前
掲
書
：一

.
八
頁
。
，，

〈

法
4

>:'
前

掲

書

—*
一
三
頁
。
_

(

注
5)

前
掲
書
ニ
七
頁
0 

(

注
6)

前

掲

書

六
四
頁
。

(

注
7)

前
撒
書
ニ
七
頁
。

(

法
8)

前
掲
書
一
一
九
員
。

(

注
9)

前
掲
書
：
三
0
頁
。

(

注
10)

山
田
寿
太
郎「

社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
商
品
生
産
と
価
値
法
則」 

大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
季
刊「

研
究
と
資
料」

一
九
五
八
年
第
四
号 

ニ
〇
頁
0 

. 

•

(

注
11)

「

ソ
連
邦
に
お
け
る
価
値
法
則
と
価
格
形
成
の
問
題」

、「

ぼ̂

学
の 

.
諸
問
題」

誌
、

\

九
五
七
.年
第
二
号
、
邦
訳「

価
値
と
価
格」

前
掲
磐
三
〇 

頁
以
降
、
及
び「

ソ
同
盟
国
民
経
済
に
お
け
る
価
値
法
則
と
そ
の
利
用
の
問 

題
.に
関
す
る
学
術
討
論
会」

.の
中
、「

経
済
学
の
諸
問
題」

認
、

一
九
五
八 

年
第
八
号
、
邦
訳「

研
究
資
料」

く
a』

の
3
、
八
八
頁
。

(
注
12)

「

価
値
法
則
と
ソ
速
邦
工
業
生
産
物
の
価
格
形
成」

、「

経
済
学
の
諸
問 

題」
誌
、
一
九
五
七
年
第
三
号
、
邦
訳「

価
値
と
'価
格」

前
掲
#

一
 

0 
一
 

H
0 

(

注
13
シ

「
ソ
連
邦
国
民
経
済
に
お
け
る
価
値
法
則
の
作
用
と
価
格
形
成
に
つ 

い
て」

「
経
済
学
の
.諸
問
題」

誌
、

一
九
五
七
年
第
彐
号
、

邦

訳「

研
究
資 

料」

N
P 2,
11
六
ニ
頁
、「

価
値
と
価
格」

前
揭
書
五
八
頁
。

(

注
14)

「

試
論
社
会
主
叉
制
度
下
的
商
品
生
產
和
价
値
規
律」

「

経
済
研
究」

誌
、

一
九
五
七
年
第
三
期
ニ
一 

頁
。

(

注
15)

前
掲
書
同
頁
。
尚
ォ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
'/
フ
は
.「

社
会
主
義
的
全
' 

人
民
所
有
に
は
、
そ
れ
を
生
産
手
段
の
将
来
の
共
産
主
義
的
所
有
か
ら
本
質 

的
に
区
別
す
る
若
干
の
特
徴」

' 
が
あ
る
と
し
て「

自
分
の
労
働
の
結
果
に
た 

い
す
る
働
き
手
の
物
質
的
関
心
が
社
会
主
義
生
康
発
展
の
決
定
的
な
力
と
な
. 

る
ょ
う
な
労
働
力
と
生
産
手
段
の
結
合
の
仕
方」

を
あ
げ
て
い
る
。「

経
済
学 

の
諸
問
題」

誌
、

一
九
五
七
年
八
号
、
邦
訳
前
㈣

「

研
究
資
料」

§

r

«

2
八
◦
頁
。

(

注
16)

.

.顧
準
、
前
掲
® 

ニ
九
頁
。

(

注
17)

同、前
掲
書
三

.

I

一
 
頁
。
ス
命
題
の「

坐
産
手
段
が
価
値
法
則
の
外 

に
出
て
し
ま
う」

点
に
っ
い
て
は
多
く
の
批
判
が
あ
り
、「

中
間
的
成
果」

で
は 

大
勢
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
は
し
が
き
で
述
べ
允
通
り
で
あ
る
。； 

た
と
え
ば「

商
品
と
非
商
品
の
平
行
的
流
通
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
。
商
品 

.
の
内
#
が
価
値
で
あ
り
、
■
生
産
手
段
が
俩
値
を
も
っ
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
形
態 

ば
か
り
で
な
く
て
本
質
か
ら
い
っ
て
も
商
品
で
あ
る」

と
い
う
ゲ
.

ァ
*'
コ 

ズa

フ
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
.のr

価
値
法
則」

の
内
容
規
定
を
次
で 

取
り
扱
う
。

(

注
18)

，
顧
準
、
前

掲

書

-.
<
貢
。
 

..

(

注
19
>

同同上四四

I
四
.六
■頁
。

社
会
主
義
社
会
に
ぉ
け
る
価
値
法
則
が
齓
歡
か
铪
舟
と
し
て
で
な
く
、「

一' 一
 

社
会
主
義
的
所
有
の
二
つ
の
形
態
と
価
値
法
則
，
㈡

o'

か
奶
撕
卧
か
一
つ」

vf
r

て
.
で
な
く
、「

変
容
さ
れ
た
形」

で
本
来
的
に
作
用

す
る
と
主
張
し
て
か
つ
て
国
際
的
に
論
争
を
ひ
き
起
し
た
の

は

、

周
知
の
如
く
.

1

九
四
三
年
の
無
署
名
論
文
で
あ
っ
た
。
当

時

「

ソ
ヴ
ェ
ト
畠
罾に
お
け
る
虫

産
と
分
配
の
費
用
を
双㈣
す
る
骰
も
^
本
的
な
法
則」

と

ま

で

称
せ
ら
れ
た
ハ
ヴ

ォ
ネ
セ
ン
ス
キー

、T
.

九
.四
.五
年)

こ
.の
〃
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則"
は
、

,

家
が
価
値
法
則
を
商
ら
の
宇
に
収
め
、
.経
済
計
画
を
指
導
で
き
る
も
の
と
し
た.

た
め
に
ス
論
文
に
そ
の
主
観
主
義
を
批
判
さ
れ
て
姿
を
消
し
た
が
、
そ
の
論
皆

.を
故
あ
っ
て
胃
び
こ
こ
に
想
起
し
て
み
よ

う

と

思
う
。

.
本
論
文
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
は
都
市
と
農
村
、
精
神
労
働

と
肉
体
労
働
と
の
差
異
に
も
と
づ
く
労
働
の
異
質
性
が
な
お
存
在
す
る
た
め
、

国
民
経
済
計
算
に
お
い
て
異
質
の
労
働
を
直
接
に
労
働
時
間
で
計
算
し
え
な
い

も

か

ら

、「

各
種
の
労
働
の
針
寛
と
比
較
は
直
接
に

『

労
働
の
_
然
的
尺
£

—

労
働
時
間——

に
よ
っ
て
で
.は
な
く
て
、
間
接
に
、
労
働
生
産
物0
、

つ
ま
り

商
品
の
計
算
と
比
較
に
よ
っ
て
行
な
わ.れ
る
。
社
会
主
義
社
会
の
成
員
の
労
働

■
は
商
品
を
生
産
す
る
。
社
会
、王
義
経
済
の
も
と
で
の
こ
れ
ら
.
の
労
働
生
産
物

は
、

一
方
で
は
使
用
価
値

…
…

で
あ
る
。
他
方
で.は
、
社
会
主
義
労
働
の
屯
産

物
は
価
値
を
も
つ
。

ここ
か
ら
し
て
' 

商
品
と
か
貨
幣
など
と

い
う
用
具
が
、

§

)

計
画
さ
れ
た
社
会
主
義
経
済
の
用
具
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

.な
る」

。
す
な 

わ
ち
価
値
法
則
の
必
然
性
が
、
分
餘
か
•
質
性
と
価
値
計
算
の
必
要
か
ら
論
証 

さ
れ
，て
い
る
わ
付
で
あ
る
。
.
.こ
こ
で
は
労
働
，生
産
物
は
す
べ
て
商
品
で
あ
り
、
 

い

ず

れ

の

部

門

で

も

同

，
一
，
の

価

値

法

則

が

作

用

す

る

。

以
上
.で
明
ら
か
な
よ
う
に
、㈠

で

述

べ

た

ソ

学

界

に

お

.け

る

近

時

の

討

論

の

'

五

三

(

五
三
五)



'

中
間
的
成
果
に
、
と
の
連
容
さ
れ
た
.
価
値
法
則
：

=
:

■

の

骨

子

は

近

糧

を

宗

し

，

て
い
る
。
そ
し
て
何
-j
:

り
も
興
味
深
い
.こ
と
；は
、
社
会
至
義
社
会
.に
お
：け
る
商

品
生
産
の
■

必
然
性
が
、
労
働
.
の
異
質
性
.(

こ
れ
は
ク
ロ
ゾ

ロ
ー
ド
ら
に
現
わ
れ 

f
〕

た
も
の
と
い

み
が
.
異
な
る)

.
と
侧
値
計
算
の
必
要
他
か
ら
説
明
さ
れ
て
あ
ら
ゆ 

る
生
産
物
が
商
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ス
論
文
批
判
を
ふ
く
ん
だ
論 

争
の
.「

成
果」

が
、
ス
論
戈
に
ょ
っ
て
批
判
さ
れ
た
論
説
と
®
似
す
る
所
以
は 

と
こ
に
^

る
の
て
&

ろ
^

^

か
。

社
会
主
義
的
経
済
計
画
が
要
請
す
る
^

#

系̂

，の

設

立

と

か

ら

ん

で

、

'社
会
；. 

的
i

働
の
比
例
的
配
分
を
行
な
う
経
済
計
箅
の
た
め
労
働
生
産
物
に
対
象
化 

さ
れ
た
人
間
労
働
の「

価
値
を
形
成
す
る
実
体」
の
分
量

—̂

労

働

時

間

：の
計 

箅
の
必
要
他
か
ら
、
い
わ
ゆ
る「

価
辉
計
算」

と
し
て
"
価
値
法
則
を
利
用
"

，
. 

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
五
六
^

^

の̂
、

商
品
生
産
の
必
然
性
の
■

討
の 

う
ら
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
2J
V
実
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
よ
う
な
事
態
の
下 

に
、
価
値
法
則
と
は「

使
用
価
値
の
価
値
が
生
産
に
支
出
さ
れ
た
社
会
的
必
要
. 

労
働
時
間
に
よ
っ
て
^:
^

さ
れ
る」

こ

と

で

、

p

ぼ

品

の

交

換

は

そ

の

生

産

に

.支 

出
さ
れ
た
社
会
的
に
必
要
な
労
働
の
量
に
疮
じ
て
行
な
わ
れ
る」

と
い
う
邊 

俩
交
換
の
法
則
"
と
は
別
個
の
も
の
と
し
て
考
え
る
、
と
い
う
よ
う
な
所
説
が 

現
わ
れ
、
更
に「

価
値
な
き
価
格
は
存
在
し
な
い」

と
い
う
古
典
的
な
語
句
を 

社
会
主
義
社
会
で
も
強
調
し
て
国
営
セ
ク
タ"•

の
生
産
物
の
商
品
性
を
論
証
し 

よ
う
と
す
る
立
場
が
^
て
く
る
の
で
-あ
る
。
 

.

.

.

.

.

.

社

会

、
王

義

社

会

に

お

け

る

「

特

殊

な

種

類

の

商

品

生

産

」

の
必
1
性
を
、「

社 

会
主
義
的
労
働
の
独
特
の
性
格」

——
「

総
生
産
物
に
対
象
化
さ
れ
た
労
働
と

'

2:
四

(

五
三
エ
ハ)

し
て
は
社
会
的
労
働
全
体
と
個
々
.の
使
用
M

に
ふ
ヮ
、
ま

れ

た

そ

の

各

部

分

と

. 

:が

平

掏

の

等

し

い

、
：直

接

ヒ

扯

会

的

：な

労

働

で

あ

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

企

業

の 

生

産

物

に̂

!
化

さ

れ

た

個

人

的

な

い

七

集

団

的

労

働

と

し

て

は

こ

の

^

_

は 

社

会

的

に

同

質

で

女

い

、

異

質

的

な

も

の

で

あ

る

.

」
——

か
：
ら

説

明

.し

よ

う

と 

:

す

：る

論

理

は

、
.

「

質
的
に
相
異
な
る
使
用
®

を
有
す
る
1

産
物」

が

「

相
 

互
に
商
品
と
し
て
対
応
す
る
_
!
:の
は
、
そ
も
そ
も
そ
れ
が「

自
立
的
な
,
そ
し 

て
相
互
に
独
^
§
な

.-
私
的
^
労
働
の
證
|

^

で
あ
る
場
合
の
み
で
あ
る 

こ

と

を

見

逃

し

て

い

る

。

同

一

の

：所

有

王

体

(

た
と
え
ば
全
人
民
所
有)

：の
下 

に
お
け
る
労
働
生
産
物
の
使
用
獲
の
.異
質
性
は
労
働(

具

体

的

労

働

)

.
の
異 

質
性
に
も
拘
わ
ら
ず
、
.そ
れ
が
直
接
に
社
会
的
な
労
働
で
.あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ 

れ
の
異
な
っ
：
た

使

用

価

値

を

有

す

る

生

産

物

の

交

な

ぜ

な
 

.ら
、
そ
の
異
質
性
に
も
か
か
：わ
ら
ず
、
直
接
に
労
働
時
間
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が 

交
換
さ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
労
働
生
産
物
が
交
換
さ
れ
る
た
め
に 

.価
値
形
態
を
と
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
か
い
、
社
会
主
義
の
も
と
、
同
一
の
所 

有
王
体
の
下
に
お
け
る
直
接
的
に
社
会
的
な
労
働
は
、
.

「

価
値
と
し
て
の
生
産 

•物
の
生
産
と
交
換」

と
い
う
過
程
でr

同
質
で
も
な
け
れ
ば
、
等
し
く
も
な
い 

労
働
が
、
.等
し
い
、
平
均
'の
社
会
的
労
働
に
還
一r

される

」

咖务：
いので
 

あ
る
。
ま
た「

社
会
的
分
業
は
商
品
生
産
の
_

条
件
で
あ
る
が
、
し
か
し
逆 

に
社
会
的
分
業
.の
実
存
条
件
で
は
な
げ」

、

換
言
す
れ
ば
、
労
働
の
異
質
性
が
社
会
的
分
業
と
関
連
し
.て
商
品
生
産
の
説 

明
た
り
う
る
た
め
.に
は
、「

自
立
的
な
•
相

互

に

独

立

的

な

」

所
有
に

よ

る

生
, 

産
物
の
独
占
と
排
除
が
、
.そ
の
生
産
に
支
出
さ
れ
た
具
体
的
労
働
を「

同
等
な

人
間
的
労
働
の
支
出」

と
し
て
直
接
量
的
に(

労
働
時
間
に
よ
.？
て)

一
度
量
す 

る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
条
件(

こ
れ
は
ー
般
に
商
品
生
鹿
社
会
で
は
私
的
所
有 

で
あ
る)

が
前
提
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
ク
ロ
ン
ロ
|
ド 

に
代
表
さ
れ
るr

労
働
の
興
質
性」

に
よ
っ
て
社
会
主
義
社
会
の
商
品
生
産
の 

必
然
性
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
論
现
は
、
_

『

資
本
論』

の
立
場
に
.立
つ
か
ぎ

.

り
、r

ニ
つ
の
所
有
形
態
に
よ
る
そ
の.解
明
を
否
宠
し
、

商
品
生
産
を
ニ
つ
の 

セ
ク
タ
I
間
の
み
な
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の

『

社
会
的
生
産
諸
関
係
に
内
的
固
有. 

内
^

^
な
も
の』

と
す
る」

’
そ
のi

旨
に
で
は
な
く
、
逆
に
二
つ
の
社
会
主
義 

的
所
有
の
存
在
こ
そ
が
、
異
質
的
な
労
働
力
の
支
出
を
交
換
に
よ
っ
て
は
じ
め 

て
同
等
な
人
間
的
労
働
力
の
支
出
に
還
冗
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
を
与

■ 

え

る

、一

盤

で

あ

る

、

と

歡

办

か

め

な

ら

な

い

。

「

社

会

、
王

義

の

も

と

.

で

の

労

'

. 

働
は
直
接
に
社
会
的
な
他
格
を
お
び
、
具
体
的
労
働
と
柚
象
的
労
働
は
こ
こ
で 

は
直
接
に
社
会
的
な
労
働
の
一
一
つ
の
侧
面
な
の
で
あ
る
：！
け
れ
ど
も
、
国
営
企 

業
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業

(

或
い
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業
間
も
含
む

)

と
い
う
異
な 

っ
た
所
有
王
体
の
存
莅
が

「

活
動
の
相
互
交
換」

' 

を

一

定

の

範

囲

内

で

，
商

品

交
 

換
の
形
態
を
と
ら.せ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は

「

そ
れ
ぞ
れ
の『

統
合
さ
れ
た 

生
産
者』

は
相
冗
1に
独
立
の
商
品
所
有
者
と
し
て
承
認
し
あ
い
つ
つ
、
両

者

に.
 

共
通
の1

つ
の
意
思
行
為
に
媒
介
さ
れ
て
の
み
、
_
己
の
商
品
を
譲
渡
す
る
こ 

と
.
.に
.よ
づ
て
4!
5

入
の
商
品
を
わ
が
も
の
に
す
る

」

。
そ
し
て 

'

「

^
産
過
程
に
お
H 

る
労
働
力
の
交
出
を
お
ぎ
な
う1

®

が
価
値
法
則
の
作
用
を
う
.け
る
商
品 

.と
し
て
•あ
ら
.

4

れ
る
こ
と」

は
、
.
生

産

手

段

の

生

産

に

価

^

^

則

の

作

用

を

及
 

•ほ
す
。
す
な
わ'ち
.

「

消
費
生
.産
物
は
商
品
で
あ
る
か
ら"

労

働

者

は

貨

幣

に

.
よ

社
会
主
義
的
所
有
の
ニ
つ
の
形
態
と
価
値
法
則
㈡

:

ク
て
だ
け
、
す
な
わ
ち
う
け
と
っ
た
貨
幣
賃
金
で
だ
け
そ
れ
ら
を
買
う
こ
と
が 

で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
.て
、
生
産
手
段
の
生
産
に
お
い
て
も
、
賃
金
と
な 

ら
ん
で
エ
業
生
産
物
の
原
価
を
形
成
す
る
他
の
す
べ
て
の
要
素
を
計
算
す
る
た 

め
に
、
価
値
形
態
、
貨
微
形
態
を
利
用
す
る
必
要
性
：が
生
じ
る」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
形
の「

労
働
.の
異
質
性」

に
よ
る
説
明
は
、
.国
営
企
業
内
に
お 

け
る
各
坐
産
部
門
間
、
国
営
企
業
と
コ
ル

ホ
I

ズ

㈤
、

及
び
コ
ル
ホ

！

ズ
相
互 

間
に
交
換
せ
ら
れ
る
労
働
生
産
物
が
ひ
と
し
ぐ
，

(

同
じ
理
由
で)

f

 (

対
象 

化
さ
れ
た
人
間
労
働
の
実
体)

を
有
し
て
お

り(「

価

値

なき
価
格
は
な
い」

と 

い
う)

、

そ
れ
を
度
量
基
準
と
し
て
交
換
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
各
生
産
物
は
商 

品
で
あ
り
、価
値
法
則
は
計
画
経
済
に
全
般
的
な
基
準
の
役
割
を
果
し
て
い
る
、
 

と
説
明
す
る
論
理
を
背
景
に
有
し
て
.い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
.そ
こ
で
い
わ
ゆ 

る

「

価
値
法
則—

価
値
決
定
の
法
則」

を
主
張
す
る
顧
準
の
所
説
を
そ
の
点 

で
整
理
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
 

V

願
準
は
、

「

各
商
品
.の
価
値
は
そ.の
商
品
の
使
用
価
値
に
お
い
て
#
^
化
さ
れ 

.て
い
る
労
働
の
分
量
に
よ
っ
て
、
そ
の
商
品
の
生
産
の
た
め
、
社
会
的
に

必
要 

な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
決
定
さ
时
る
ご
こ
と
が
-
〃
資
本
論
に
よ
る
価
儕
法
則
の 

楚
義
"
‘で
あ
る
と
.し
、
.

「

マ
.
.
.
.
ル
ク
..，ス'
.が

"
等
価
物>
等
価
物
の
相$
交
換
"
.
を
商 

品
交
換
の
法
則
と
呼
ん
で
け
る」

こ
と
、r

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
が 

定
_
し
た
価
値
法
則
は
す
な
わ
ち
価
値
決
定
の
法
則
で
あ
り
、
価
値

^-
定
と
は 

価
俥
法
則
か
恐
用
語
で
あ
り
、

そ

，

の
中
で
'は
痛
価
物
と
等
価
物
の
相
互
交 

換
"
の
概
念
の.内
在
を
包
括
し
て
は
，い
な
い
.
-0
と)」

を
指
摘
す
る
。

彼
に
よ 

れ

ば「

マ
ル
グ
ス
吵全
著
作
の
中
で.は
じ
：め
か
ら
商
品
交
換

(

私
有
制
の
下
で 

.

..

. 

' 

.

五

五(

五
三
七)



の
商
品
交
換)

を
価
値
形
成
の
前
提
条
件
と
み
：な
し
て
い
る
が
、
.右
に
述
べ
.
た 

f

法
則
の
屮
で
は
、
逆
に
商
品
交
換
を
価
値
法
則
の
定
義
外
に
排
除
し
て
い 

る」

へ
の
で
あ
る
。
顧
準
に
よ
る
価
^

^
と
は
、
従
.ク
て「

生
産
に
支
出
さ
れ
- 

た

労

露

間(

社
会
的
必
要
■労
働
時
間)

は
使
用
価
篇
の
価
値
を
決
定
す
る」 

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て「

資
本
論
全
部
の
論
証
を
詳
細
に
研
究
す
る
允
ら
ば
、
 

ま

さ

に

と

の

^

^

か

ら

マ

ル

ク
ス
が
出̂
,

し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
資
本
主 

義
に
対
す
る
科
学
的
分
析
を
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
た」

こ
と
に
法
目
す
べ
き 

で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
。
ー1

は
、「
経
済
学
教
科
き
の
、
— 1
価
値
法
則 

は
商
品
生
産
の
経
済
法
則
で
あ
る
。
こ
の
法
則
に
よ

'.

っ
.
て

商

品

の

交

換

は

そ

の 

生
産
に
支
出
さ
れ
た
社
会
的
に
必
要
.な
労
働
の
量
に
芯
じ
て
行
.な
.わ
れ
る
.

」

と
• 

い
ぅ
矩
義
は
実
質
上
等
価
交
換
の
法
則
を
代
表
し
て
お
り
、
価
俥
法
則
を
あ
ら 

わ
し
て
は
い
な
い
と
考
え
る
。
.更
に
.

「

本
研
究
の
中
で
価
値
法
則
を
交
換
過
程 

に
局
限
す
る
矩
義
を
採
用
す
る
つ
も
り
は
な
い」

こ
と
、「

も
し
も
.
マ
ル
ク
ス
の

S
11)

価
値
法
則
の
定
義(

と
彼
は
考
え
る—

引
用
者)

に
て
ら
し
て
み
る
な
ら
ば
、
 

経
済
計
晒
は
価
値
法
則
^.
制
約
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
:?
:
1
:
ム
ぞ
ヱ
_

は 

通
常
い
し
き
的
に
価
値
法
則
を
遮
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

倾
値
法
則
を
運
用
す
る
基
本
的
な
方
式
の一

つ
で
あ
るJ

と
な
す
。
そ
し
て
次 

の
如
く「

資
本
論」

第
三
卷
第
七
篇
第
四
九
章
の
一
節
を
引
き
な
が
ら
.

「

資
本 

制
的
生
産
様
式
の
止
揚
後
も
社
会
的
生
産
が
維
持
さ
れ
て
お
れ
ば
、
^

1

,

^
 

は
つ
ぎ
の
意
味
、
す
な
わ
ち
労
働
時
間
の
規
制
お
よ
び
相
異
な
る
諸
生
産
部
門 

間
で
の
社
会
的
労
働
の
配
分
、
最
後
に
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
簿
記
が
従
来
よ
り 

も
®
要
と
な
る
と
い
う
意
味
で
依
然
と
し
て
重
き
を
な
す」

、「

人
々
'は
な
ぜ
マ

五

-
.(

五
三
八)

ル
ク
ス
が
再
三
"
社

会

主

義

の

生

産

物

は

も

は

や

M

に
転
化
し
な
い
で
あ
ろ 

う
"
' と
述
べ
.て
い
る
.の
に
、
.今

濃

規

定

(

価
値
法
則)

：が
社
会
主
義
社
会
で 

依
然
と
し
て
役
割
を
.果
す
だ
ろ
う
と
.い
う
こ
.と
.を
指
摘
す
.る
か
と
い
.う
か
も

 ̂

れ
な
い
が
、
マ
ル
ク
ス
は
完
全
に
社
会
主
義
に
お
け
る
経
済
計
算
制
の
必
要
を 

予
見
す
る
こ
と
が
..出
来
な
か
.？
た

か

ら

で

あ

る
.

」

.
と
。

し
が
し
な
が
ら「

資
本
論」

第
三
巻
第
，七
篇
第
四
九
章
の
前
掲
の
.語

句「

価 

値
規
定」

匀e
r
t
b
e
s
t
i
m
m
u
n
g

は
価
値
法
則W

e
r
t
g
e
s
e
t
z

と
同
義
で
は 

な
く
、
価
値
諸
規
定
の
内
容
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

と

え「『

#
胄 

品
の
価
値
は
そ
の
商
品
の
使
用
価
値
に
お
い
て
物
象
化
さ
れ
て
い
る
労
働
の
分 

量
に
ょ
つ
て
、
.そ
の
商
品
の
生
産
の
た
め
、
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
ょ 

つ
て
決
定
さ
れ
る』

こ
と
が
资
本
論
に
ょ
る
価
値
法
則
の
衆
義」

と
溝
え
て
も
、
 

そ
れ
だ
け
で
、
価
値
法
則
を
た
ん
に
等
価
交
換
0 -
法
則
に
矮
小
化
さ
せ
て
は
な 

ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
ク
.
-ゲ
ル
マ
ン
へ
.の
'手
紙
の
中
で「

社
会
的
労
働
の
関

連
が
個
々
の
蕩

生

纛

-o
私
的
交
換
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
祀
会
状
態
に
お 

い
て
、
労
働
の
比
例
的
配
分
が
実
現
さ
れ
る
形
態
は
芷
に
こ
れ
ら
の
ヰ
^

㈱

の 

交
換
価
値
で
あ
る
。
科
学
の
本
領
と
す
る
と
こ
ろ
は
、：
こ
の
価
値
法
則
が
い
か 

に
自
ら
を
貫
徹
す
る
か
を
展
開
す
る
こ
と
に
在
る」

と
い
い
、
そ
し
て
、
価
値 

法
則
が 

'
「

^
的
な
^
則
と
し
て
個
々
の
当
時
者
に
対
し
て
は
盲
W
的
な
自
ぬ
法 

則
と
し
て
働
き
、.
生
産
の
偶
然
的
諸
変
動
の
中
に
生
産
の
社
会
的
均
衡
を
賞
徹 

す
.る」

と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
偭
値
法
則
は
、
.「

社
会
的
総
労
働
の
比
' 

例
的
配
分」

.(

こ
れ
は
自
然
的
必
然
性
で
あ
る

か
ら
い
'ず
れ
の
社
会
に
ぉ
い
て 

も
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら

な
_

い
こ
と
で
あ
る

が)

が

「

商
品
の
価
値
す
な
.わ
ち
、

各
商
品
を
つ
く
る
に
必
要
な
社
会
的
平
均
労
働
の
量
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ 

る」

そ
の
こ
と
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ「

生
産
物
の
商
品
た
る
性
質
と
、
商
品 

の
資
本
主
義
的
に
生
産
さ
れ
た
商
品
の
性
質
と
か
ら
し
て
全
倘
値
規
定
と
生
産
. 

の
"佃
値
に
よ
る
規
细
と
.が

坐

ず

る

」

の

で

あ

る

。

商

品

生

産

が

.存

続

す

る

こ

と 

は
#
値
法
則
も
ま
た
荏
花
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
^
準
の 

如
く
解
し
た
な
ら
、労
働
生
産
物
は
い
か
な
る
場
合
に
も
価
値
を
有
し
て
お
り
、
 

そ
れ
が
交
換
さ
れ
る
場
合
に
商
品
と
な
る
の
だ
か
ら
、
価
値
法
則
は
商
品
生
産 

.
と
は
別
個
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
？
て
社
会
的
総
労
働
が
社
会 

め
各
種
生
産
部
門
間
へ
比
例
的
に
配
分
さ
れ
る
_
準
が
投
下
労
働
量
で
あ
る
" 

こ
と
に
備
蘅
す
る『

価
値
法
則』

は
、
そ
の
自
然
必
播
性
の
故
に
あ
ら
ゆ
る
社 

，会
に
共
通
で
あ
り
、
叉
共
産
主
義
社
会
に
も
当
然
妥
当
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。『

資

： 

本
論』

の
前
記
の
個
処(

第
三
巻
第
七
節
第
四
九
章
の
終
り)

の

「

$
員
*」

.

,

. 

、
、
、
、 

I

)

を
#

と
お
き
..か
え
る
"
す
じ
み
ち
"
は
、
す
で
に
ラ
ン
ゲ
を
引
く
ま
.で

も
な
く
、
我
が
国
で
〃
変
容
さ
れ
た
.価
値
法
則
"
を
め
ぐ
る
論
争
の
中
で
き
び

<
§

し
く
批
判
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

以
上
、
商
品
生
産
の
必
然
性
を
価
値
計
算
の
必
要
性
か
ら
説
明
す
る
論
理
の 

背
景
を
な
す
"
価
#:
法
則
"
の
認
識
の
仕
方
を
'批

判

し

た

：が
、

そ

れ

は

又

価

値 

法
則
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
前
述
の
〃
中
間
的
成
果
"
の
背
景
と
も
共
通
し
て
い 

る
ガ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。「

社
会
主
義
の
も
と
で
の
あ
ら
ゆ
る
価
格
形
成
の
根
本 

的
な
ち
が
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.『

価
格
は
価
俥
法
則
の
現
わ
れ』

で
あ
り
、
 

r

価
値
が
f

の
法
則
す
な
わ
ち
f

現
象
の
一
般
的
表
現
で
あ
る』

は
効
力 

を
た
も
っ
て
い
が」

と
い
ぅ
論
調
に
対
し
て
、
レ
丨
-ー
シ
，の

こ

の

命

題

は

社

会

.

社
会
主
義
的
所
有
の
二
つ
の
形
態
と
価
値
法
則
㈡

主
義
の
下
で
は
通
用
し
な
い
、
社
会
主
義
生
産
は
本
質
的
に
は
非
商
品
生
産
で

、
 

(

注17)

あ
る
、
と
強
調
さ
れ
た
副
島
種
典
氏
の
指
摘
は
ソ
学
界
の「

一
応
の
結
論」

に

対
す
る
ま
こ
と
に
手
き
び
し
い
批
判
で
あ
る
。

：

(

注
1

)

.

.

社
会
主
義
体
制
確
：立
ま
で
の
、
社
会
主
義
セ
ク
タ
I

と
共
作
し「

計 

画」

と

「

価
値
街
則」

は
化
学
.
的
化
合
物
と
な
.

っ
て
い
る
が
商
品
•
資
本
主 

義
セ
ク
タ
ー
と
蓮
本
的
に
は
価
値
法
則
の
支
配
を
主
張
す
る
。
ネ
ッ
プ
の
段 

階
に
説
か
れ
た
。

フ
メ
リ
一1

ッ
力
ャ
と
レ
ォ
ン
チ
エ
フ
共
-#「

過
渡
期
の
経 

済
学
に
つ
い
て
の
試
論」

、

岡

稳

r

ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
学
の 

発
展」

『

現
代
社
会
主
義
講
座』

\T

一一
 

五
七
賓
。

.(

注
2

)

パ
タ
エ
，フ
の
所
説
で
、"
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
"
、の
理
論
の
先
腿
者 

と
も
い
ぅ
べ
き

(

前
掲
書
ニ
五
八
頁)

も
の
で
あ
り
、「

訃
画
と
並
ん
で
社 

会
主
義
体
制
確
立
ま
で
の
過
渡
期
の
問
題
と
し
て
主
張
し
た」̂

s
o
v
i
e
t

 

s
t
u
d
i
e
s
'

 

v
o
l
.

 

I
V

 

N
o
.

 

S
,

 

p
p
.

 

2
S
1
〜
2
0
。

(

注 
3

)

 

t
 A

m
e
r
i
c
a
n

 

E
c
o
n
o
m
i
c
w
e
v
i
e
w

 

i
h
i

p*, 

p
.

 

5
2
2
'

(

注
4)

"

変
容
さ
れ
た
価
姐
法
則
"

に
お
け
る「

労
働
の
異
質
性」

は
、
都
市 

労
働
と
農
村
労
働
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
差
異
の
こ
と
で
換
言
す
れ
ば 

抽
象
的
人
間
労
働
の
異
質
性
で
あ
り
、
異
な
っ
た
使
用
価
値
を
坐
産
す
る
異 

な
っ
.た
具
体
的
労
錄
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ

の
.異
質
牲
に
つ
い
て
前

者(

都 

市
と
.

農
村〉

は
、「

教
科
書」

に
お
い
て
生
産
諸
条
件
の
変
化——

生
鹿
力 

の
上
昇
が
コ
ル
ノ
ホ
ー
ズ
的
所
有
を
垒
人
^
阶
所
有
に
高
め
る
と
き
に
、
後
者 

は
労
働
者
の
文
化
的
被
術
的
水
準
を
社
会
主
義
競
争
の
中
で
一
般
の
技
師
の

五
七

(

五
一
—,

九)



水
準
に
•

ま
，で
ひ
き
あ
げ
た
と
き
に
消
滅
.す
る
と
し
て
定
式
化
さ
れ
セ
0

,

從

？ 

て
、
前
者
に
関
す
る
.
.か
ぎ
り
で
は
、
-.
.
つ
の
所
有
形
態
'

の
存
在
.か
ら
説
明
す

.
る
論
理
に
還
元
さ
れ
う
る
も
の
で
知
る
が
、
総
体
と
し
•て
本
論
文
の
背
景
に 

お
け
る
-!

価
値
法
則」

の
理
解
は
、「

価
値
法
則
と
は
、
商
品
の
価
値
が
そ
の

，
生
鹿
に
支
出
さ
れ
た
社
会
，的
労
働
に
ょ
：つ
て
規
定
さ
れ
る
、
と
い
う
法
則

」

の
考
え
方
で
あ
り
、
C

れ
が
我
が
国
で
価
値
法
則
•
.
価
値
規
定
を
め
ぐ
り
、
 

「

等
価
交
換
論」

と
し
.
て
論
争
せ
ら
れ
た
の
.

で
あ
る
。
 

,

(

注 
5〕

w
, Ma

r
x
,

 D
a
s

 

Kapital, 

besorgt 
v
o
m

 •M-E-L-Jnsti- 

tut, Bd. I. S. 

so,.

畏
谷
部
文
雄
訳
第
ー
分
冊
 

一
一--
一
 

頁
。

(

注 
6) 

p ̂
r
o
j

(

注
7

)

㈠

の
注
⑵
を
参
照
0

.

.

. 

:
 

.. 

. 

!

(

注
8

)

W

.

^

玲
ガ
'

卩
.

段.
0

こ

g
*

 

3
2
,
:
s
.

. 5
8
.

邦
訳
前
掲
#
.
'
第
二
分 

冊
三
四
三
頁
。
第
一
分
冊 

一
ニ
〇
頁
。
W

.

W

2

.第
一
一
分
冊
三
五
四
頁
。

(

注
9

)

.

顧
準
、
前
掲
魯
四

1

一
頁
。

ク
ロ
ン&

 

I

ド
も
こ
の
ょ
う
に
価
値
法 

則
を
理
解
し
て
い
る
、
.『

価
値
と
価
格

』

前
掲
街
三
一
頁

。

.

.

(

注
10)

.顧準同頁

0

(

注
11)

彼
は
、

マ
ル

ク

ス

の

価
値
法
則
の
宠
義
を
か

く

の

如

く

考
え
る
。
前 

0

0

四
三
茛
0 

\

(

注
12)

「

ク
ー
ゲ
ル
マ
ン
へ
の
手
紙

」

小
出
峻
訳
八
七
五
頁
以
下

0

(

注
13)

 

W

.
 

I

H

X

 

a
,

 

a
.

 

p

,
 

s

.

 

I
n
'
s
.

 

3
2
5
.

邦
訳
前
掲
書
第
十 

三
分
冊
、
三
ニ
五
頁
。

(

注
14〕

oskar- L
an
g
e
, 

M
a
r
x
i
a
n

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s

 in_ the woviet

.'
丑

八(

五
四
o)

UIdoII,. 

p Am
e
r
i

o.all E
c
o
n
o
m
i
c

 R
e
v
i
e
w
.

J
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a
r
c
h
,
:

 1945, p. 129... 

i:
:
15
>

野
々
村
氏
は
、
"
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則"
論
で
■前

記

の「

価
値
規 

.定」

.

(「

資
本
論」

，第
.
1ー'
1卷
第
七
篇
第
四
九
章
の
末
尾

)

は

：

「『

労
働
量
規
定』

.

.で
ぁ
っ
て
、..
こ
の
場
合
に
働
く
法
則
は
価
値
法
則
で
は
な
く
て
訐
画
原
理
と 

.

も
な
づ
く
べ：

き
も
の」

：
と
い
わ

れ

る

。

(「

'/

ヴ
工
I

ト
経
済
論」

一
〇
頁
注 

.
16)

0
,宇
高
.基
輔
氏
.は
、
マ
ル
ク
ス.
•エ.
ン.ゲ
ル
ス
が
.社
会
主
義
社
会
で
商
品 

生
産
の
除
去
：と
共
に
価
値
法
則
も
作
用
し
な
く
な
る
、
と
い
ぅ
立
場
を
と
つ 

て
い
た
の
で
、
右

の「

価
値
規
定」

は
価
値
規
定
の
内
替
で
ぁ
つ' て
価
値
法 

則
を
.い
み
す
る
も
の.で
は
な
.
い
，
と

さ

れ

る

。

(『

経
済
学
.講
座』

第
四
卷
ー
六 

■
頁
法)

。
ふ

:
_

(

注
16
>
 

.『
』

の
出
所
は「

ま
た
し
て
も
社
会
主
義
の
粉
砕

」
『

レ
ー
二
ン
仝 

集』

邦
訳
第
二
—
卷
ニ
〇
七
頁
、
引
用
文
は
エ
リ•
ガ
ト
フ
ス
.キ

ィ「

社
会 

主
義
経
済
に
お
it
る
価
値
法
則
の
利
用
に
つ
い
て

」
『

価
値
と
価
格』

前
掲 

0

1

.五
六
頁
。
 

：

.

(

注
17)

'「

経
済
評
論」

認
ー
九
.五
八
年
九
月
号
ニ
七
頁
。

四

本
稿
に
お
い
て
は
ヰ
畠
ま
員
⑽
ぼ
下
に

お
け
る
商
品
生
産
の
必
然
性
を
論
証 

す
る
_

の
検
討
を
通
じ
て
、

、

「

国
有
化
の
原
初
的
な
热
態

」

と

し

て

の

、̂
働 

A3
!
!
動

的
所
有
が
、
全
人民
的
所
有
と
並
ん
で
同
じ
く社
会
主
義的
所
有
と 

し
て
存
在
す
る
点
に
商
品
生
摩.#
値
法
則
の
存
在
理_

を

求

め

る

論
®,
ガ

妥 

当
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
•そ
れ
は
又
、
商
品
生
産
と
価i

則
の
概

念
内
容
の
検
討
で
も
あ
り
、

「

社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
価
値
法
則
が
全
生
産
部 

E
：

に
及
び
、
労
働
生
産
物
は
す
べ
て
本
来
的
に
商
品

.で
あ
る」

と
す
る
最
近
の 

「

中
間
的
成
梁

」

は
、
実
は
背
景
に
あ
る

「

価
値
法
則」

の
と
ら
え
方

(

価
値 

法
則==

価
値
決
定
の
法
則)

に
問
題
を
有
す
る
点
を
指
摘
し
た
。

.こ
れ
は
ス
論 

文

の
"変
容
さ
れ
た
価i

則
"
に
対
す
る
本
来
的
な
批
判
点
で
あ
る
べ
き
喾 

の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

"
社
会
主
義
的
所
有
の
基 

本
的
形
態
の

I

つ
"
と
称
さ
れ
る
コ
ル
ホー

K

的
所
有
'が
、
社
会
主
義
社
会
に
. 

本
来
的
に
固
有
な
所
有
形
態
で
あ
る
の
か
、
過
渡
期
に
お
け
る
形
態
で
-あ
る
の 

か
と
い
う
顧
準
ら
の
設
問
、
又
、
農
業
部
門
に
小
释
営
が
あ
る
程
度
広
汎
に
存 

在
し
て
い
て
も
、
社
会
的
に
必
要
な
農
業
生
産
物
の
大
部
分
を
資
本
主
義
的
大 

®

li
lに
よ
っ
て
生
産
し
て
い
る
よ
う
な
先
進
資
本
主
義
国
が
社
会
主
義
化
し
た 

場
合
に
も
基
本
的
所
有
形
態
と
考
え
ら
れ
る
か
、

"
後
進
資
沐
主
義
国
に
お
け 

る
小
馨
由̂―

小
土
地
私
有
の

E
l
i

成
の
特
殊
事
情"
で
は
な
い
の
か
、
等
す 

な
わ
ち
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有
の
社
会
主

f
g

性
格
の
問
題
が
未
だ
残
る
よ
う
に 

思
わ
れ
る"

.

.

.

:

1兀
来
古
典
的
理
解
に
お
い
て
a
ル
ホ
.丨
ズ
的
所
有
は
協
同
組
合
形
態
に
小
経
. 

営
.と
小
私
有
を
集
@1
組
織
化
す
る
過
程
で
と
ら
れ
る
、

「

国
有
化
の
原
初
的
な 

形
態」

と

し

て

の

指
摘
が
あ
る
け
れ
ど

も

、
式̂
と
し
て
は
、社
ム
i

義
社

^
に 

お

い

て

は

「

す

べ

て

の

生

産

手

段

が

社

会

に

よ

っ
て
掌
据
さ
れ」

、「

国

有(

全 

人
民
的
所
有)

と
さ
れ
る
。
そ
し
て
一
切
の
商
ロg

生
産
が
^

^

さ
れ
る」

.

と

さ
 

れ
て
お
り
、
：協
同
組
合
的
所
有
は
社
会
主
義
経
済
確
立
ま
で
の
過
㈣

⑽
な
双
豸 

社
会
主
義
的
所
有
の
ニ
.つ
の
形
態
と
価
値
法
則
㈡

形
態
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
又
社
会
主
義
建
設
の
具
体
的
諸
条
件
を
明
ら
か
に

し
て
社
^
主

義

.f
l
l
l
j
度
に
お
け
る
商
ロg

生
産
と
価
値
法
則
の
残
存
と
そ
の
他
格
を

明

ら

，か

に

し

た

論

文

-1
経
済
的
諸
問
題」

に
お
い
て
も
、「
工
業
で
も
、
ま
た
農

業
で
も
資
本
主
義
の
発
展
と
生
産
の
集
積
と
が
非
常
に
す
す
ん
で
い
て
、
プ
ロ

レ
タ

リ

ア

ー

ト

が権

力

を

と

っ

た

ば

あ

い

に

は

、

国

内

の

す

べ

て

.の

生

産

諸
手

段

を

全

人

民

の

資

産

に

ひ

き

わ

た

し

.て

、
.
商

品

生

産

を

日

常

生

活

か

ら

除

去

す

る
ま
で
に
な
っ
て
い

た」

®
が

(

具
体
的
に
は
ィ
ギ
リ
ス)

現
実
的
に
想
定
さ 

f

)

れ
て
い
る
。
そ
れ
故「

社
会
主
義
農
業
の
も
と
で
の
コ
ル
ホ
し
ス
•的
所
有
の
支 

配
は
，
資
本
免
義
の
も
と
で
の
小
農
^
大
_
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
.に
よ
る」 

の
な
ら
ば
、「

わ
れ
わ
れ
は
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
所
有
関
係
を『

工
業
に 

お
げ
る
全
人
民
的(

国
家
的)

0
^
,
^

員
罾
に
お
け
る
コ
ル
ホ
I

ズ
的
所
有』 

と
い
う
ふ
5
に
整
理
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る」

こ
と
が
一
般
的
な
社
会
主 

義

経

済

の

論

理

と

し

て

：い

え
る
で

.あ
ろ
う
か
0

:

「

社
会
主
義
社
会
に
お
い
て
生
産
手
段
の
所
有
に
ニ
つ
の
形
態
が
形
成
さ
れ
、
 

ま
た
社
会
的
生
産
に
一
，一
つ
の
^
■
が
形
成
せ
ら
れ
る
必
が
&
は
罾
ホ
⑽
社
会
に 

お
け
る
エ
業
と
農
業
の
発
展
水
準
の
差
異
に
こ
そ
根
拠
を
も
.
つ
も
の」

と

い

う
 

と
き
、
工
業
ど
農
業
と
の
資
本
主
義
の
発
展
の
跛
行
性
が
、
農
業
部
門
に
お
け 

る

資

本

主

義

的

生

産

様

式

成

敷

の

停

滞

後

進

性

と

い

う

後

進

国

特

有

の

現

象

と 

混
同
さ
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
5
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
社
会
主
義
制
度
下
に
お
け
る
社
会 

主
義
的
所
有
の
基
本
的
形
態
と
し
て
整
理
す
^'
-
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
コ
ル
ホ
I 

ズ
：的
所
有
を
、社
会
主
義
的
所
有
の
本
来
的
な
、
基
本
的
形
鶴
と
し
て
で
な
く
、

■

-

 

:

五

九
£

四
一)



社
会
主
義
建
設
に
お
け
る
特
殊
具
体
的
な
条
件
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き

で
あ
. 

ろ
う
が
。
 

•

そ
ぅ
と
す
れ
ば
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
商
品
生
産
が
一

一

つ
の
所
有
形
態
の 

並
存
か
ら
説
明
さ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
ニ
つ
の
所
有
形
態
の
存
在
す
る
社 

会
主
義
経
済
内
に
お
い
て
、

「

商
品
生
産」

は
第
.一
段
階
に
本
来
的
に
残
存
す
る 

の
で
は
な
く
農
業
生
産
力
の
高
ま
り
が
、
未
だ
コ
ル
ホ
！
ズ
的
所
有
を
全
人
民 

的
所
有
に
移
行
せ
し
め
な
いi

に
存
在
す
る
と
限
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換 

言
す
れ
ば
、

コ
ル
ホI
ズ
的
所
有
の
全-

^
所
有
へ
の
移
行
の
問
題
は
、
社
会 

主
義
の
第
二
段
階
へ
の
移
行
の
過
程
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
体
で
は
な
い
箸 

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
全
人
民
的
所
有
一
本
の
社
会
主
義
第
一
段
階
が
具
体
的 

に
あ
り
ぅ
る
の
で
あ
る
か
ら:0
従
■っ
て「

マ
ル
■ホ
I
、ス
的
生
産
の
余
剰
を̂
ロ吣 

»
通
の
体
系
か
ら
排
除
し
て
、
，
.
'そ
れ
ら
を
国
営
工
業
と
コ.ル
ホ
ー
、ス
ヾ
と
の
あ
.い 

だ
の
，生
産
物
交
換
の
体
系
に
包
含
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要

」

で
あ
り
、

「
そ
れ
が 

商
品
流
通
の
作
用
範
钿
を
せ
ば
め
、
第
一
一
段
階
へ
の
移
行
を
容
易
に
し

」

、「
コ 

ル

ホ

ー

ズ

の

^
本
的
所
有
と
コ
ル
ホj
、ス
的
生
産
の
生
産
物
を
全
入
民
的
計
画 

の
一
般
体
系
に
綠
合
し
て
ゆ
く
可
能
性

」

を
#
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
コ
ル 

ホ
ー
ズ
的
所
有
の
存
在
す
る
社
会
主
義
第
一
段
階
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ね 

ば
な
ら
な
い
で.あ
な
ぅ
。
そ
こ
で
は
第
一.
段

階

か

ら

第

一

一

段

階

へ

の

移

行

が

、 

が
商
品
で
な
く
な
っ
て
後
、
ど
の
よ
ぅ
な
形
で
メ
ル
ク

マ
I
ル
を
と 

る
で
あ
ろ
.ぅ
か
。
.

と
も
あ
れ
現
実
に
お
い
て
社
会
主
義
化
さ
れ
た
諸
国
は
、
ソ
ヴ
工
ト
、

m
双
、 

中
国
な
ど
す
ベ
て
が
後
進
資
本
主
義
国
で
あ
り
、
農
業
部
門
に
資
本
主
義
的
土

.

六
〇

(

五
四
ニ〕

地
所
有
が
基
本
的
生
産
関
係
と
な
っ
て
■い
な
い
。
半
封
建
的
な
小
経
営
の
支
配 

的
な
所
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
員
^
の
㈣
く
ソ
ヴ
ュ
ト
を
除
い
て
人
民
員
ま
主
義 

革
命
期
に
お
い
て
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
土
地
改
^_

小
土
地
私
有
の
実
現
が
革 

命
の
一
成
果
で
あ
り
、
更
に
社
会
主
義
経
済
の
確
立
を
明
示
さ
れ
た(

た
と
え 

ば
中
国
憲
法
成
立)

時
期
以
後
に
お
け
る
農
業
の
社
会
化(

中
国
に
お
い
て
合 

.
'作
社
i
生
産
協
同
組
合—

>

人
民
公
社)

の
過
程
の
急
速
な
進
展
に
お
い
て
土
地 

お
ょ
び
基
本
的
生
産
手
段
は
、
建
物
.
家
畜
と
共
に
労
働
集
a
的
所
有
と
な
ゥ 

た
。
そ
し
て
中
国
の
場
合
、「

人
民
公
社
：の
公
有
化
の
程
度
は
も
と
の
合
作
社 

ょ

り

す

す

ん.で
.お

り

、.そ
の
.ぅ

.え

若

千

の

全

人

民

所

有

制

の

要

素

す

ら

す

で

に 

も
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
じ
か
し
公
社
の
所
有
制
は
基
本
的
に
は
依 

然
と
し
て
集
団
所
有
制
で
あ
り
、
ど
の
公
社
の
生
産
手
双
も
そ
の
を
a

㈱
も
基 

本
的
に
は
そ
の
.公
社
と
い
ぅ
集
団
の
財
産
で
あ
る
。
公
社
の
財
産
で
あ
る
以
上 

…
…

公
社
に
無
代
価
で
そ
の
生
産
物
の
引
渡
し
を
も
と
め
る
こ
と
は
で
き
な 

い」
)

段
階
に
あ
る
。
又
ソ
ヴ
二
ト
に
お
い
て
は
、
.本
ま
ま
要
な
生
産
手
段
で
あ 

る
土
地
と
機
械
類
は
、
国

有(

憲
法
第
二
条)

で
あ
り
、
コ
ル
ホ

ー

ズ
所
有
は 

r
共
同
企
業
と
そ
の
家
畜
•
農
具
、建
物
及
び
生
産
物」

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ 

し
て
ま
さ
に
そ
の
こ
と(

主
要
生
產
手
段
が
全
人
民
所
有
に
婦
し
て
ヤ
る)

こ 

そ
が
、r
社
会
主
義
的
所
有
の
最
高
の
形
態
と
し
て
の
国
家
的
所
有」

=
金
人
民 

的
所
有
に
コ
ル
ホ
I
ズ
的
矹
豸
が
_

し
、

コ

ル

ホ

ー

ズ

的

所

有

の

社

会

主

義

(

注10)

的
性
格
を
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
五
八
年
の

M 

• 

T 

. 

S

の
改
組
は
.、 

従
来
国
有.で
あ
っ
た
大
規
模
生
産
用
具
を
コ

.ル
ホ
~
ズ
.の
所
有
に
移
転
し
、
.
コ 

ル
ホ
ー
ズ
は
基
本
的
生
産
用
具
の
所
有
者
と
な
り
、
生
産
物
賀
付
の
場
合
の
商

品
流
通
の
作
用
範
瓯
は
拡
大
し
た
が(

ス
論
文
に
ょ
れ
ば
そ
れ
は
社
会
主
義
の 

第
二
段
階
へ
の
移
行
の
ブ
レー

キ
で
あ
る)

、
政
治
的
討
議
社
第
二
段
階
へ
の 

移
行
を
現
実
の
問
題
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も「

自
己
の

に

も

と

づ

く

小
規
模
の
私
的
所
有」

が「

そ 

の

所

有

渚

の

，；

in

発
性
に
も
と
づ
い
て
、
個
別
的
集
団
の
集
団
的
所
有
と
い
う
形 

態
を
と
っ
て
社
会
化
さ
松」

る
と
い
う
と
き
、
そ
の
コ
ル
ホー

ズ
企
業
と
い
う 

所
有
王
体
の
坐
産
す
る
生
産
物
が
相
互
に
排
他
的
に
独
占
さ
れ
て
、

「

PI
者
に 

共
通
の
一
つ
の
意
思
行
為
に
媒
介
さ
れて
の
み」

交
換
が
行
な
わ
れ
る
、と
い 

う
と
き
、
そ
の
所
有
形
態
の
社
会
主
義
的
性
格
の
、
全
人
民
的
所
有
の
そ
れ
と 

の
相
違
が
農
業
の
社
会
化
過
程
の
重
要
な
ボ
ィ
ン
卜
で
あ
り
更
に
検
討
す
べ
き 

も
の
と
し
て
残
る
ょ
う
に
思
わ
れ
る
の
であ
る
。

(

注
1)

F

.
エ
ン
ゲ
ル
ス「

フ
ラ
ン
ス
と
ド
ィ
ッ
の
農
民
問
題」

(

マ
ル
ク 

.
ス
.
ユ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
第
ニ
七
卷
三
ニ
五
頁)

。

(

注
2)

「

試
論
社
会
主
次
制
度
下
的
商
品
生
産
和
价
値
規
律」

、
前
掲
書
ニ

.1

頁
。

.

.

「

： 

. 

'

社
会
主
義
的
所
有
.の
一一

つ
の
形
態
と
価
値
法
則
■
㈡

(

注
3)

『

経
済
的
諸
問
題

』

前
掲
書
ニ

11

一
頁
。

;

(

注
4)

副
島
種
典
■「

社
会
主
義
的
所
有
£0
一一
 

つ
の
形
態

」
『

経

済

学

講

座

』 

第
四
巻
社
会
主
義
経
済
八
ニ
頁
。

(

注
5)

.藤
田
勇『

社
会
主
義
的
所
有
と
契
約』

•一
三
四
頁
。

(

注
6)

.

『

経
済
的
諸
問
題

』

前
掲
書
、

「

全
人
民
的
所
有
へ
の
移
行
に
つ
い 

て」

五
四
頁
。
富
岡
裕「

社
会
主
義
的
所
有
の
ニ
つ
の
形
尊
に
つ
い
て」 

「

国
際
問
題
研
究
所
紀
要」

一
九
五
八
年
十
二
月
号

一
六
七
、

一
八
三
頁 

他
参
服
。

(

注
7)

.拙
稿

「

中
華
人
民
共
和
国
土
地
改
革
法
と
富
農
経
済
保
存
政
策

」

、
 

「

三
田
学
会
雑
誌

」

、
一
'九
.
'五
八
年
五
月
哥
七
0

1
七
一
頁
。

(

注
8)

胡
縄「

中
国
の
現
在
の
商
品
生
産
に
つ
い
て」

「

研
究
資
料」

前
掲 

書

<1
0
1
.
1
1
1

丨
3
、

一
九
.

五
九
年
三
月
号
、
ニ
四
頁
。

(

注
9)

『

鬼
済
学
教
科
#』

.改
訂
増
柿
阪
第
三
分
冊
六
七
ニ
頁
。

(

注
10)

『

現
代
社
会
主
義
講
座

』

第
二
巻

.
二
三
ニ
頁
他
。
.

(

注
11)

藤
田
勇
、
前
掲
書

八

直
*

六

一

(

五
四
三)


